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減塩普及啓発事業（島田市TE・Aプロジェクト）

１ 事業目的
生活習慣病の重症化につながる「脳・心臓・腎臓」の血管を守るため、特に「食塩摂取

量」に着目し、正しい生活習慣病予防の基本となる食習慣の改善を地域全体で進める
食環境整備を行う。

２ 事業対象 島田市民

３ 事業内容
① 「適塩６か条」パンフレットの製作

② 商工会・商工会議所との連携
市内の飲食店に対して、適塩マイスター店養成講座、マイスター店の認定、マイスター
店来店者への減塩商品配布した。

③ 若い世代への適塩の普及
公立保育園に通う園児を対象とした健康教育（ペープサート）を実施し、年長児には
塗り絵と親子で適塩宣言を実施してもらった。

④ 市内スーパーとの連携
11月第3週目を「適塩週間」とし、適塩商品コーナーの設置や③の掲示、適塩を意識し
た弁当（ヘルしろう印の弁当）の販売、11/23は健康相談コーナーを設け、べジチェック、
血圧測定、適塩６か条クイズ等を実施した。
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４ 効果・成果
・商工会事業と連動して事業を進めることができた。（商工会事業が中止となるアクシデン
トもあったが、参加協力店（11店舗）については健康教育を実施し、マイスター店としての
認定を行った）
・適塩マイスター店には、「うちの適塩ポイント」として取り組む内容を決めていただき、パ
ンフレットに掲載・周知した。また、店内にはステッカーを掲示していただいている。
・適塩週間の実施については、スーパーとの連携により、店内に６か条のポップを掲示、
適塩商品コーナーの設置や適塩のお弁当販売などご協力いただくことができた。様々な
年齢層に周知、啓発をすることができた。
（実績：参加者延べ108人 弁当の販売数：、133個/週）

５ 課題・今後の事業展開
・県の適塩キッズ育成事業に参加し、川根小学校での健康教育を実施予定。
次年度の減塩絵本の配布に合わせて、その他の小学校にも介入する足掛かりとしたい。
・今年度同様にスーパーや商工会との連携を継続しつつ、新たな展開も模索していく。
・事業の成果がわかりにくく、評価指標の設定が課題である。
・適塩マイスター店については、今年度は、各店舗との関係づくりができたところであるが、
月に１回適塩メニューを提供してもらうなど、もう一歩踏み込んだ取り組みを実施できる
よう計画していきたい。また、飲食店組合などの組織にも働きかけるなど、幅広く連携し
ていきたい。
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６か条パンフレット（表）

６か条パンフレット（裏）
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保育園での健康教育 10.30中日新聞

適塩マイスター講座 11.14静岡新聞

年長児の塗り絵と家族で適塩宣言

適塩マイスター店ちらし
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ヒバリヤ適塩ウィーク

適塩商品コーナー

塗り絵掲示

ヘルしろう印のお弁当販売

11.23 出張健康相談

６か条穴埋めクイズ


